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高校生および高校教員のためのバイオテクノロジー体験講座 
研究組織：バイオサイエンス教育研究センター 

所属・職・氏名：バイオサイエンス教育研究センター・教授・松田 勝 

 
 

１．バイテク講座開催の目的・意義 
高校の教科書にでてくる様なバイオテクノロジー

の一端を大学に来て体験してもらうことで、高校生

には、科学に興味を持つとともに大学進学への意欲

を高めること、また高校教員には、最先端の科学を

知ってもらい今後の教育に活かしてもらうことを目

的としている。 

本年度は 4回開催し、そのうち 2回は、日本学術

振興会の「ひらめき☆ときめきサイエンス」の支援

により開催した。また、残り 2回分の消耗品費に関

しては、峰が丘ファンドから、人件費分を地域連携

活動事業からの支援により開催した。 

 
２．バイテク講座開催準備・講座内容 
 大学のＨＰへの掲載。栃木県内、埼玉県内、茨城

県内の高校へバイオテクノロジー講座開催のポスタ

ーを配布。 

本学での地域貢献活動の一環として、高校生およ

び高校教員を対象としたバイオテクノロジー体験講

座を開催した。２日間のコースで開催の本講座は、

高校生および高校教員に対して分子生物学の基礎と

遺伝子組換えについて啓発する目的で「野菜からＤ

ＮＡを抽出する」、「光る遺伝子を大腸菌に導入し

光る大腸菌を作成する」および「お米のＤＮＡ鑑定

～あなたの食べているお米は本当にコシヒカリ？～」

などの実験、関連した講義並びに研究施設の見学な

どを行った。（表 1） 

表 1 

 

ブロッコリー、バナナ、タマネギから DNAを抽出

する実験では、身近な食べ物から大量の DNAが出て

くるのを観察し、驚いている生徒もいた。（図 1） 
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光る大腸菌の実験では、さまざまな色の光る遺伝

子を大腸菌に取り込ませるところから始め、また、

その遺伝子の発現を意図的にオンにしたりオフにし

たり出来る、ということも学んだ。 

おコメのＤＮＡ鑑定では参加者に自宅から米粒

を持参してもらい、自分が普段食べているお米が表

示されている品種と違っていないかを確認。世間で

も関心の強い品種偽装や混米の問題を身近に感じら

れ、興味のある学生が多かった。実験の楽しさと達

成感を得たようだ。 (図 2、図 3、図 4) 
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実験の手順原理の説明と特別講義「食・農・環境・

生命科学領域におけるバイオテクノロジーの展開」

の様子（図 5、図 6） 

 

図 5 

図 6 

 

センター長から未来博士号授与の様子、修了証書

（図 7、図 8） 
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３．バイテク講座開催の成果 

毎年好評の本講座に、本年度は当該事業名で 2回開

催し、77名の参加があった。また、同一の内容で実

施された日本学術振興会の「ひらめき☆ときめきサ

イエンス」には 70名の参加があり、合計の参加人数

は延べ 147名にのぼった。また、実験や講義の合間

に施設見学を行い、普段は見ることのできない研究

機器や設備、専任教員の研究内容などに触れてもら

うことで、宇都宮大学の情報公開の一環となった。

さらには、高校生達が将来、宇都宮大学受験・入学

を考えるきっかけとなったようで、終了後のアンケ

ートには、「宇都宮大学に入ってバイオテクノロジー

について学習したい」など入学を希望するコメント

が多く見受けられました。 

バイオテクノロジー講座に参加した高校生のうち、

H27 年度全学で入試に出願、合格、入学した者の数

は、それぞれ 26名,11名,11名となっており、本講

座の開催は大学の広報活動のひとつとして極めて意

義深いといえる。 

 

 

 

４．バイテク講座受講者の感想 
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